
第

二

十

二
　

五

十

音

考

文
學
樽
士

佐

藤

誠

實

五

十
音

は
.吉

備

興

備

公

の

作

れ

る

な

り

と

ぞ
、そ

は

偲

明

魏

の
倭

片
假

字

反

切

義

解

に
、到

天

中

勝

賓

年

中
、右

丞

柵

吉

備

興

術

公
、取

所

沌

川

恨

字

堀

嶋

名

四

十

五

字

劣

偏

傍

鮎

叢

作

片
假

字
、抑

四

十

字
、吾

響

反

阿

伊

宇

江

乎

五

字
、此

乃

天

地

自

然

之

倭

語

焉
、是

故

堅

列

五

字
、横

列

十

字
、加

入

同
音

五

字

爲

五

十

字
、然

後

弘

仁

天

長

年

巾
,輝

空

海

造

四

十

七

伊

呂

波
.以

梗

子

女

孟
、共

腱

則

草



書

と

あ

り

て
、吉

備

公

が

片

,蝦

字

を

作

り
、片

假

字

に

て
、五

十
音

を

列

ね

た

り

と

云

へ

h
ざ

て

其

書

の

五

十
音

の

列

ね

や

う

は
、左

の

如

し
、

ア

イ

ウ

エ

ヲ
　

ワ

イ

ウ

エ
オ

ヤ

イ

ユ

ヱ

ヨ
　

ナ

ニ

ヌ

ネ

ノ

タ

チ

ツ

テ

ト
　

ラ

リ
ル

レ

ロ

ハ

ヒ

フ

ヘ

ホ
　

マ

ミ

ム

メ

モ

カ

キ

ク

ケ

コ
　

サ

シ

ス

セ

ソ

明

魏

は

癒

永

比

の

人

に

し

て
、
舊
と

藤

原

長

親

と

云

へ

り
.仙

源

抄

の

跋

を

書

き

て
、日

本

語

に
、平

上

去

の

三

盤

あ

る

こ

と

を

云

へ
り
、契

沖

の

和

字

正

濫

要

略

に

明

魏

法

師

と

云

ふ

人

は

椴

名

文

字

遣

ひ

を

破

り

て
、い

ゐ

を

お

え

ゑ

の

類

み

な
、
一

つ

に

書

く

べ

し

と

中

さ

れ

け

る

よ

し

、或

物

に

云

へ

h

と

あ

る

は

林̀

羅

山

の

鐵

鎚

に

依

り

た

る

の

み

に

て
、鐵

鎚

は
、此

仙

源

鈔

の

践

を

見

誤

り

た

る

な

ら

ん

か
、

符

絃

普

義
【
文
治
元
年
の
作
な
り
】

に

依

り

て
、圖

を
作

れ

は
左

の

如
し

阿

宇

伊

乎

衣
　
訶
倶

幾

古

計

和

宇

爲

於

恵
　

娑

須

志

曾

世

耶

由

以

與

衣
　

婆

不

比

保

遍

摩

無

美

母

免
　

羅
留

利

呂
禮

多

都

知

土

天
　

奈

奴

仁

能

禰

管

絃
音

義

に

は
、阿

行

を

ば
初

め

一
處

に

は

於

と

書

き
、次

の

二
處

に

は
、乎

と

書

き

た

り
、今

は

多

き

方

に

就

て
、乎

と

書

け

り
、

二

中

歴

反
音

五
音

の

圖

ア

イ

ウ

エ

オ
　

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ
　

タ

チ

ツ
テ

ト

ラ

リ
ル

レ

ロ
　

ナ

ニ

ヌ

ネ

ノ

ヤ

イ

ユ

ヱ

ヨ
　
ワ

イ

ウ

エ

オ

ハ

ヒ

フ

ヘ

ホ
　

マ

ミ

ム

メ

モ

天

文

本
倭

名

類

聚

鈔

字

切

の
圖

羅

利
留
禮

呂
　

摩

彌

牟
〓

毛



阿

伊

烏

衣

於
　

可

枳

久

計

古

左

之

須

世

楚
　

多

知

津

天

都

那
爾

奴

禰

乃
　

波

比

不

倍

保

和

爲

有

恵

遠
　

夜

以

由

江

與

韻
鏡

開
奩
【
寛
永
四
年
宥
朔
作
】
直
音
拗
音

圖

ア

イ

ウ

エ

ヲ
　

カ

キ

ク

ケ

ゴ

サ

シ

ス

セ

ソ
　
タ
チ

ツ
テ

ト

ナ

ニ

ヌ

子

ノ
　

ハ

ヒ

フ

ヘ

ホ

マ

ミ

ム

メ

モ
　

ヤ

ヰ

ユ

エ

ヨ

ラ

リ
ル

レ
ロ
　
ワ

イ

ウ

エ

オ

韻

鏡

開

匝

に

は

、「
ア

イ

ゥ

エ

ヲ
の

「
ワ
」を

又

は
「
エ
」
に

作
り
、

「
フ

イ

ゥ

エ

ォ

」を
又

は

「
ワ

ヒ

フ

ヘ

オ
」
に

作
れ
り

,

寛

永

十

八

年

開

版

の

韻

鏡

の

五
音

五

位

之

次

第

は
、
大
方

韻

鏡

開

医

に

同

じ
、世

し
「ア

イ

ウ

エ
ヲ
」

「ヤ

イ

ユ

ヱ

ヨ
」に

作

る
、

右

の

如

く
、五

十
音

圖

は
、種

々

さ

ま

ざ

ま

な

れ

ど

も
、今

の

世

に

行

は

る

圖

は
、悉

曇

の

順

序

に

構

ひ

た

れ

は
、此

圖

ぞ

正

し

か
る
べ

き
、ざ

れ

と

も
「
ア

イ

ウ
ヱ
ヲ

」
の
「
オ
」
と
「
ワ
ヰ
ウ
ヱ

ヲ
」の
「ヲ
」と
互

に

紛

れ

た

る

を
、本

居

宣

長

先

生

が
、深

く

考

へ

て

正

さ

れ

し

は
.い

と

も

大

な

る

功

な

り

け

り
、契

沖

の

和

字

正

濫

鈔
.文

雄

の

和

字

大

観

鈔

は
、誤

れ

る

圖

に

依

り

た

れ

ば
、其

説

大

に

窮

せ

り
、其

初

め

は
、必

す

本

居

先

生

の

説

の

如

く

な

り

し

な

ら

ん
、後

の

物

な

が

ら
.卜

部

懐

賢
【
後
嵯
峨
天
皇
比
の
人
】

の

釋

日

本

紀

に
、阿

伊

宇

江

於

之

五

音

相

通

而

柵

之

と

云

び
、天

文

本

倭

名

類

聚

鈔

も

、上

に

引

け

る

如

く
、阿

行

を

於

と

書

き
、和

行

を

遠

と

書

き

た

り
、い

か

に

も
.本

居

先

生

の

説

は

動

く

ま

じ

き

名

説

な
り

,
、

倭

片

假

字

反

切

義

解

に
、此

五

十
音

を

吉

備

公

の

列

ね

た
り

と

云

へ
る

は
、如

何

に

ぞ

や
、余

は

空

海

が

悉

曇

を

支

那

よ

り

傳

へ

て

後

に
、誰

に

か
あ

ら
ん
、悉

曇

の

順

序

に

依

り

テ
、
列

ね

た

る

か

と

思

は

る

・

な

り
、そ

は

如

何

に

と

云

は

ん

に
、我

邦

に

五

十

箇

の

音

の

備

は

り

し

こ
と

は
、「
エ
」得

と

云

ふ

言
あ
り
て
、
「ウ
」と

活
用

す

れ

は
、阿

行

の
「
エ
」「ウ
」な

る

こ
と

を

知

る

ぺ
く
、「
コ

エ
」
【
越
肥
】

と

云

ふ

言

あ
り

て
、
コ

ユ
」と

活

用

す

れ

ば
.也

行

の
「
エ
」と

阿

府

の
「
エ」と

分

ち

あ

り

し

こ

と

も

知

る

ぺ

く

、「
ク
ィ
」悔

と

云

ふ

言

あ

り
て
、「ク

ユ
」と

活

用

す

れ
ば
、此
「
イ
」は

也

行

な

る

を

知

る

ぺ
く
、「
ウ
ウ
」

と

云

ひ

て
「ウ

ヱ
」と

活

用



す

れ

ば

、此

「ウ

」は

和

行

な

る

こ

と

を

知

る

ぺ

き

な

り

、爾

る

に

、古

事

記

、
日

本

紀

、爵

葉

集

な

ど

に

も

『
イ

ヰ

エ

ヱ

オ

ヲ
」の

別

は

、
い

と

嚴

な

れ

ど

「
イ
」
「
エ
」
の

中

に

、阿

行

、也

行

を

分

く

る

こ

と

な

く

、
「
ウ

」
の

り

中

に
.阿

行
、和

行

を

分

く

る

.こ

と

な

し
是

れ

其

時

代

は
、我

邦

の

人

は
、皆

.阿

行

に

の

み

唱

へ

て
、五

十

吾

の

中

四

十

七
音

な

ら

で

は

な

か

り

し

な

り
、さ

れ

ば
、我

邦

の

音

の

み

に
縋

り

て

は
、か

く

五

十
音

を

列

ぬ

る

こ

と

は

叶

は

ぬ

こ

と

な

れ

ば
,必

す

依

る

所

あ

り

し

な

ら

ん
、さ

て

何

に

か

依

り

し

と

云

は

ん

に
、支

那

の
音

韻

な

ど

は
、此

次

第

と

は
、痛

く

異

な

れ

ば
、悉

曇

に

依

れ

り

と

す

べ

し
,

此

岡

も
、上

に

引

け

る

が

如

く
.い

さ

さ

か

づ

つ

の

違

ひ

は

あ

れ

ど
、大

健

は
、み

な

悉

曇

と

同

じ
.こ

の

故

に

吉

備

公

の

作

と

す

る

は

疑

は

し

、又

、世

に

圓

仁

の

在
唐

記

と

云

ふ

も

の

あ

り

て
、悉

曇

を

載

せ

て
、多

く

興

假

字

に

て
.其

音

を

注

せ

ガ
、此

書

果

し

て

當

時

の

物

な

ら

ば
、五

十
音

圖

を

作

り

し

時

に

は

参

考

に

な

り

し

こ

と

多

か

り

し

な

ら

ん
、

倭

片
假

字

反

切

義

解

に
、吉

備

公

が

五

十

音

を

列

ぬ

る

時

に
、原

來

、四

十

五

音

に

し

て

「イ
」は

阿

行
、

也

行

に

亘

り

て
、
一
音

な

る

を
,新

に

二
音

を

加

へ

て
、三
音

と

し

、「ウ
」
三

」「
ヲ
」は

阿

和

の

二

行

に

亘

り
て
、各
、
τ

背

づ

・

な

る

を
、新

に

二
音

づ

・
加

へ

て
、い

づ

れ

も

二
音

と

し
、字

は
舊

の
音

に

依

b

て
、四

十

五

の

片
假

字

を

作

り

し

が
、空

海

に

至

り
,伊

呂

波

を

作

り

て
、四

十

七

字

と

し

た

り

と

云

4

ふ

趣

に

記

せ

り
、是

れ

亦

疑

は

し
、明

魏

か

吉

備

公

の

時

の
音

は
、今

の

如

く

な

り

と

思

ひ

た

ら

ん

に

も

せ

よ
、其

時

は
、今

日

と

同

じ

く
、四

十

四

音

に

し

て
、「
ξ

≡

の

別

の

な

か
り

し

こ

と

は
、明

魏

よ

り

二

百

年

許

前

な

る
藤

原

信

實
【
】

が
、
繪
師

隻

紙
【
】

な

さ

を

見

て

も

知

ら

る

・

こ

と

に

て
.四

十

五

音

は

な

か

り

し

な

・り
、又

、吉

備

公

の

時

に

は
、四

十

七
音

あ

り

し

こ

と

は
、

萬

葉

集

な

ど

を

見

て

知

る

ベ

し
、さ

れ

ば

何

人

に

も

あ

れ

從

來

の

四

十

七
音

の

上

に
、三
音

を

加

へ

て
、五

十

音

を

作

れ

り

と

定

む
べ

し
、

.

.

,

"

、

因

に

云

ふ
、吉

備

公

が

片

假

字

を

作

れ

り

と

云

ふ
こ
と
は
、古

く

は

見
え

す
、倭

片

假

字

反

切

義

解

の

外

に

は

ト

部

兼

倶

が

日

本

紀

紳

代

鈔

に

も

見

え

て
、片

暇

名

は
吉

備

大

臣

の

作

た

り

と

あ

り

て
、

新

井

白

石

の

同

文

通

考

に

は
、之

に

依

れ

り
、其

説

の

非

な

る

こ

と

は
、已

に

辮

へ

た

る

が

如

し
、又
、

片
假

字

を
,大

和

暇

名

と

云

ふ

こ

と

は

貝

原

好

古

が
大

和

事

始
【
】

に

片

假

名

吉

備
、之

を

作

れ

り
、叉

、之

を

大

和
假

名

と

云

も

の

は
、右

備

公

の

作

に

し

て
、大

和

國

に

起

る

を

以

て

な

り

と

あ

り
、又
、谷

川

士

清

の

日

本

書

紀

通

讃
【
】

に

も

孝

謙

帝

御

宇
、下

道

冥

備

作

旁

暇

字

.日

大

和

假

字
、桓

武

帝

御

宇
、護

命

空

海

作

母

蝦

字
、日

出

雲

國

假

字

と

あ

・り
、是

等

の

説

は
、殊

に

非

な

ろ

ぺ

し
、

契

沖

の

和

字

正

濫

鋤
【
】

に

は
、片
假

名

は
、吉

備

公

の

作

な

ど

云

へ

ど
ざ

せ

る

讃

な

し
、若

し



常

の

伊

呂

波

と

共

に
、弘

法

大

師

の

作

り

給

へ

b

歎

と

云

へ

れ

ど
、是

も

亦

さ

せ

る

讃

な

し
、叉
、五

十

吾

を

吉

備

公

の

作

な

り

と

云

ふ

は
、倭

片

假

字

反

切

義

解

の

外

に

は
、殊

に

古

く

は

見

え

す
、日

り

本

書

結

池

謹

に
、世

傳

・五
音

相

通

圖

振

之

之

吾
,而

吉

備

公

爲

五

字

十

行

.書

以

労

椴

字

と

云

へ

る

は
、倭

片
假

字

反

切

義

解

に

依

り

て

誤

れ

る

な

ら

ん
、思

ふ

に
、斯

る

説

は
、伊

呂

波

草
假

字

を
、共

に

空

海

の

仁

な

り

と

云

へ

る

か

ら

に
.五

十
音

、片

假

宇

を

其

備

の

作

な

り

と

云

ひ

て
二

封

の

や

う

に

し

た

る

な

ら

ん
な

ほ
倭

片

假

字

反

切

義

解

に

就

て

は
、他

日
、別

に

論

す

る

こ

と

あ

る

べ

し
.

叉

世

に
明

了

房

信

範
【
】

と

云

ふ

者

あ

り
,五

十
音

の

次

第

今

と

全

く

同

し

く

し

て
爾

も

阿

行

の
「
エ
」を
「
廴
」と

書

き
、也

行

の
「
イ
」を
「
〓
」と

書

き
、和

行

の
「ウ
」を
于

と

書

き

て
↓
エ
」「
イ
」
「ウ
」を

分

て

り、是

は

近

世

の

偽

書

な

る

由

に

て
、取

る

に

足

ら

す
、況

し

て
、斯

く

分

た

ん

に
は
、「ウ
」
は

宇

の

字

の

省

文

な

れ

ぱ
、和

行

の
「ウ
」
を

原

の

ま

・

に

し

て
、阿

行

の
「ウ
」を

改

む

ぺ

き

を
、心

附

か

ざ

り

し

に

や
,

或

は

之

を

助

け
て
「
ウ
」は

宥
の

省

文

な

り

な

ど

も

云

へ

ど
、宥

を

假

字
【
眞

假
字
】に

用

ひ

た

る

例

な

け

れ

ば

、此

説

は

信

じ

難

し
、(我

が

語
学

指

南

に
も

姑̀

く

明

了

房

の

記

に

据

り

て

記

し

・

か

ど
.今

思

へ

ば
、快

く

も

あ

ら

す
,)

因

に

云

ふ
、和

字

正

濫

鈔

に
、信

範

と

云

ふ

僧

、浬

槃

経

文

字

品

に

善

男

子

有

十

四
音

名

爲

字

義

と

あ

る
を
「
ア

イ

ゥ

エ

ヲ

カ

サ

タ

ナ

ハ

マ

ヤ

ラ

ワ
」の

十

四

吾

な

り

と

云

ひ

し

由

記

せ
り

、韻

鑑

、

古

來

樽

來

の

蒋

記

に
、文

永

之

間
、有

明

了

房

信

範

、能

達

悉

曇

掛

錫

於

南

京

極

樂

院

閲

此

書

、而

即

加

和

鮎
、自

是

韻

鑑

流

行

本

邦

也

と

あ

り
、信

範

記

は
、是

等

の

説

に

据

り

て
、偽

造

せ

る

者

な

る

ぺ

し
、

此

五

十

吾

の

古

く

見

え

た

る

は
、我

が

是

ま

で

見

し

書

の

中

に

て

は
、承

暦

三

年

に

寓

せ

る
、金

光

明

最

勝

王

経

脅

義

に
、五

十
音

の

濁
音

を

畢

げ

て
、婆

眺

父

夫

倍

菩

駄

堕

地

時

頭

徒

弟

剛

我

向

義

疑

具

求

下

夏

吾

五

坐

自

事

受

是

壇

と

あ

れ

ど
.偽

書

な

る

ぺ

し

、其

次

に

は
、藤

原

基

俊
【
】

の

,
悦

目

紗

に
、「
ラ

リ

ル

レ

ロ
」の

五

文

字

も

大

切

な

り

と

て
ぢ

文

字

を

歌

の

首

尾

に

居

ゑ
、「リ

〃

レ

r

も

同

じ

や

う

に

し

て
、五
音

の

歌
あ
り

,又
藤

原

清
輔
【
】

の

奥

義
鈔
に
「

キ
」も
「
ク
」も
主

一血日
の

字

な

れ

ば

、同

じ

事

な

,b

と

云

ひ

、其

弟

の

櫓

顯

昭

の

袖

中
鈔

に

、「
マ
」
と

「
メ
」
と

は

同

じ

五

音

な

る

故

な

,

り

と
も
,「カ

ケ

コ

ク

キ
しの

垂

瓶

期

㎜

ゆ

た

叶

へ

る

故

に

と

も

云

へ

り
、其

次

は
、上

に

引

け

る

管

絃
音

義

0

類

に

て
、塵

添

嬬
.嚢

鈔

に

も
、「タ

チ

ヅ

テ

ト
し「
ラ

リ

ル

レ

ロ
」な

ど

云

へ

り
、

此

五

十
音

の

初

め

は
、國

語

の

爲

に

し

た

る

者

な

る

べ

し
、さ

れ

ど

も
、盛

に

音

韻

の

翻

切

に

用

ゐ

し

こ

と

は
、倭

片

假

字

反

切

義

解

と

あ

る

題

號

に

て

も
、又
、其

書

の

中

に
、父

字

子

字

な

ど

云

へ

る



に

て

も
、二

中

歴

に
、反

吾

五

音

と

云

へ

る

に

て

も
.天

文

本

倭

名

類

聚

砂

に
,字

切

と

あ

り

て

其

注

に
、切

與

反

同
、同

一者

取

下

字
、叉

一
行

之

中
.収

下

切

字

爲

正

字
、輕

重

清

濁

依

上

字

、李

上

去

入

依

下

字

と

免

る

に

て

も

知

る

ぺ

し

、そ

は

兎

も

あ

れ
、角

も

あ

れ
、五

十
音

乏

云

ふ

も

」の

は
、我

邦

の

言

語

の

爲

に
-は
、至

極

都

合

の

宜

し

き

も

の

な

り
、


